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１．はじめに
⑴　石川県の概要
　本県は、北陸地方の中部に位置し、東は富山県
及び岐阜県に、南は福井県に接し、北は能登半島
となって日本海に突出しています。地形は、西
南から東北に向かって細長く、東西100.9㎞南北
198.4㎞、海岸線は約581㎞の延長を有し、県土面
積4,185㎢のうち、約 7割が山林で、広大な原生

林と豊富な高山植物群を誇る白山国立公園、美し
く長い海岸線を持つ能登半島国定公園や越前加賀
海岸国定公園、さらには数多くの温泉や兼六園に
代表される名所旧跡など、豊かな自然と風土に恵
まれています。

⑵　石川県の地形・地質
　本県は、金沢市以南の加賀地方と津幡町以北の
能登地方で対照的な地形を有しています。
　加賀地方は、白山火山帯を中心とした山岳地帯
が県南東部に位置しており、これより北西に流下
する手取川、犀川等の河川により形成された沖積
平野が海岸沿いに広く開けています。地質は、白

「石川県の備えあれば
憂いなしに向けて」

石川県土木部河川課
防災海岸グループ

専門員
椛田　秀平

石川県の地質概要図

木場潟から望む白山

兼六園

千枚田（輪島市） 千里浜海岸（羽咋市）



平 成 26 年  4  月  1  日 防 災 （17）第 778 号

会 員 だ よ り

山の火山作用を受けた安山岩、凝灰岩が山麓沿い
に、また、海岸沿いには砂、礫、粘土等の沖積層
が分布しています。
　能登地方は、第 3紀に形成された火山岩類や砂
岩、泥岩等の堆積岩からなる丘陵性山地が大部分
を占め、通称外浦海岸は、海岸沿いに段丘がよく
発達し素晴らしい景観を呈しています。

２ ．自己紹介
　私は、平成 9年度に石川県に入庁し、初任地で
は、現在、石川県では廃止となった出張所に勤務
していました。平成24年度から現在所属する河川
課に配属となり、災害復旧事業を担当させていた
だいております。
　出張所は、現在の土木事務所のように、道路、
河川などの分野ごとに課が分かれておらず、所管
する地域の事業を一体的に執行する小規模な出先
機関で、私は災害復旧、砂防関係事業、道路改良
など多岐にわたる事業を経験させていただきまし
た。
　申請者としてスタートした、出張所勤務時代の
災害査定を思い返して列記すると
・発災直後に点検した被災箇所で、歩測と目視確
認のみで被害額を言い当て、実際に査定設計書
を作成してみると、その精度の高さに舌を巻い
た、先輩技術者の経験に裏打ちされた高い技術
力。
・落差工の下流側で、胴長をはいて、基礎洗掘部
にポールを突っ込んだ私の上に、飛沫による虹
がかかっていた被災状況写真。
・災害査定での、熱意がありつつも理路整然と説
明する先輩技術者の背中。

・それに比べ、熱意だけはあるが論点がはっきり
しない私のつたない説明。（その際、査定官、
立会官に「その説明って、○○ってことです
か？」と逆に助けていただき、大変恥ずかしい
思いをしました。）
何の経験もなく、右も左も分からず、仕事が遅い
私に現場を任せてくれて、暖かい目で見守りつつ
適切な指導をして下さった当時の出張所長や先輩
技術者など、皆様のおかげで、発災～災害査定～
本復旧の流れのような、災害査定の基礎を勉強す
ることができたように思います。

３ ．石川県の主な水害
　本県の河川は、南北に細長い地形特性から山間
部では急勾配、平野部から河口までは緩勾配で延
長が短いという特徴を有しています。
　全国的に見ても降水量が多いことから、昭和 9
年 7月の手取川の大はん濫をはじめとして、幾度
も水害に見舞われてきました。
　近年では、平成10年 9 月の台風 7号により、県
下全域の主要河川がはん濫注意水位（警戒水位）

近年発生した浸水被害

年　　月 被害状況

平成２３年 ７ 月 梅雨前線豪雨 熊木川（七尾市）で床上 ５戸、床下１１４戸の浸水

平成２０年 ７ 月 豪雨 浅野川（金沢市）で床上５０７戸、床下１，４６９戸の浸水

平成１８年 ７ 月 梅雨前線豪雨 柴山潟（加賀市）で床上１１戸、床下９７戸の浸水

平成１６年１０月 台風２３号 柴山潟（加賀市）で床上１９戸、床下１１５戸の浸水

平成１０年 ９ 月 台風 ７号 県内の浸水家屋１，７６５戸、動橋川（加賀市）の堤防が欠壊し床上４０戸、床下１１９戸の浸水

平成１０年 ８ 月 梅雨前線豪雨 御祓川（七尾市）で床上 ２戸、床下６４戸の浸水

Ｈ２０. ７  浅野川浸水状況（金沢市）
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を大幅に超過し、動橋川（加賀市）では堤防が欠
壊するなど大規模な水害が発生しました。
　平成20年 7 月には、金沢市山間部で時間雨量
138㎜/h の記録的な豪雨により、二級河川浅野川
がはん濫し、金沢市中心部に甚大な被害が発生し
ました。
　また、平成23年 7 月には、七尾市で時間雨量43
㎜/h、日雨量163㎜/24h の豪雨により、二級河川
熊木川で床上 5戸、床下114戸の浸水被害が発生
しました。

４ ．平成２５年の災害発生状況について
　平成25年は、 6月の梅雨前線豪雨に始まり、12
月末まで繰返し災害に見舞われ、例年の 2倍程度
となる256件（公園災 2件含む）の災害が発生し
ました。災害査定は 6次まで実施し、1,546,125
千円（公園災 2件含む）を査定決定していただき
ました。
　このうち、 9月 3日～ 4日の豪雨により、主要
地方道輪島浦上線で発生した法面崩壊（25災188
号）が平成25年災で最大のものであり、 4次査定
で137,642千円を査定決定していただきました。

計画平面図 標準断面図

２５災 １８８号（主）輪島浦上線 道路災害復旧工事（輪島市）

Ｈ２５. ９  （主）輪島浦上線法面崩壊（輪島市）

Ｈ２３. ７  熊木川浸水状況（七尾市）
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５．備えあれば憂いなしに向けて
　このように、毎年のように何がしかの災害に見
舞われる本県では、豪雨などのいざという時に備
えて、災害復旧事業及び水防業務担当者会議、災
害査定研修を毎年実施して、技術力の向上に努め
ています。

⑴　災害復旧事業及び水防業務担当者会議
　 6月からの出水期を控えた 5月下旬頃、県下全
域の県・市町の災害復旧及び水防担当職員を対象
に、毎年恒例の災害復旧事業及び水防業務担当者
会議を開催しています。

　新規採用や定期人事異動により、初め
て災害復旧事業や水防業務を担当する
県・市町の土木職員が少なからずいるこ
とから、本会議を通じて、災害復旧事業
や水防業務の基本的な事項の伝達・確認、
北陸ブロック災害復旧事業会議での新し
い事項の周知徹底を図ることで、県下の
防災体制の強化を図っています。
　また、平成25年度の会議（ 5月29日開
催）では、北陸地方整備局企画部防災課
から講師を迎え、北陸地方整備局の災害
支援体制について、TEC-FORCE（緊
急災害対策派遣隊）やリエゾン派遣とい
った国土交通省からの支援制度や、北陸
地方整備局での災害対策機械の保有状況
などを講演していただきました。豪雨な
どの有事の際には、これら支援制度など
により、国土交通省から力強いバックア
ップを受けることができると周知できた
と思います。

⑵　災害査定研修
　大規模災害が発生した場合、災害担当
者のみならず、土木職員全員での対応が
求められることや、他の土木事務所・市
町への応援を要請されることから、県土
木職員のうち採用 2年目の職員と、市町
の災害担当若手職員を対象に、災害査定
設計書作成の現場実務を習得するため、

北陸地方整備局からの講演
【災害復旧事業及び水防業務担当者会議】

平成２５年 公共土木施設 査定決定額
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毎年 9月頃、災害査定研修を開催しています。平
成25年度の研修（ 9月26日～27日開催）では、県・
市町合わせて27人が受講し、査定業務を円滑に進
める技術と、現場条件を踏まえた対応力を身に付

けました。
　本研修では、災害復旧事業に必要な基本事項な
どの講習のほか、実際に査定決定した被災箇所を
活用し、班別に分かれて、実際の気象データを用
いた災害報告、被災箇所での起終点（復旧延長）
の決定、査定写真の撮影、ポール横断による現地
測量、工法検討といった査定設計書の作成や、模
擬査定官・立会官・事務官による模擬査定演習を
実施しています。
　模擬査定官・立会官・事務官には、土木事務所
の課長などの先輩技術者が役割を演じ、実際の災
害査定よりも厳しいのでは？と思われるくらいの
鋭い質問が飛び出します。これも先輩技術者の親
心なのでしょう（ということにしておきます）。
　受講者からは、「模擬査定官からの細かい点ま
での指摘により受け答えが難しかったが、勉強に
なった。」などの声が聞かれるように、積極的に
勉強している様子と、先輩技術者の親心がしっか
り後輩に伝わっていることが分かります。

⑶　その他の取組み（座学研修会）
　また、土木事務所単位で、独自の取組みも行っ
ています。
　中能登地域の七尾市、羽咋市、志賀町、中能登町、
宝達志水町を所管する中能登土木総合事務所にお
いて、毎年、座学研修会が開催されており、平成
25年度は、災害復旧事業などをテーマとして、 2
月20日に実施されました。
　このような取組みは、将来の円滑な災害査定に

災害復旧事業についての研修状況
【座学研修会】

朱入れ・事務官検査（厳しく指導しています）
【災害査定研修】

査定決定した箇所を活用した模擬査定（河川災）
【災害査定研修】

熱心に聴講する県・市町土木職員
【災害復旧事業及び水防業務担当者会議】



平 成 26 年  4  月  1  日 防 災 （21）第 778 号

会 員 だ よ り

向けて、河川課としては大歓迎であるため、講師
（災害復旧担当である私）を派遣し、災害復旧事
業における、工法選定の理論的な説明や応急仮工
事・応急本工事の使い分けなどといった、実戦的
な内容について研修会を行いました。
　座学研修会と銘打っているように、堅苦しくな
い雰囲気の中で、中能登地域の県・市町土木職員
が議論しあい、災害復旧における技術力を高めて
いました。
　今年度の座学研修会幹事である七尾市さんに
は、このような機会を作ってくださり感謝申し上
げます。

６ ．さいごに
　このように、本県では災害復旧に向けた様々な
取組みが行われており、河川課から講師として説
明する立場になると、受講する県・市町の土木職
員の防災体制強化への意識と、技術力向上への意
欲の高さを改めて実感しているところです。
　「備えあれば憂いなし」の言葉通り、ご紹介し
たような日頃からの備えが、豪雨などの際には大
きな力となり、憂いなく対応できるようになるの
だと思います。
　最後に、ちょっとだけ北陸新幹線を PRします。
　北陸新幹線は、現在、東京～長野間が開業され
ており、平成26年度末には、金沢まで延伸して開
業される予定となっています。
　延伸の際には（延伸前でも、もちろん大歓迎で
すが）、冒頭で紹介した兼六園（日本三名園の一
つ）など観光名所が多数ある本県に足を運んでい

ただき、石川県の「お・も・て・な・し」でおくつろ
ぎいただくとともに、能登の里山里海（世界農業
遺産）や名峰白山（日本三名山の一つ）などの豊
かな自然に育まれた山の幸・海の幸で舌鼓を打っ
て「ごちそうさん」と満足していただければ幸い
です（*^_^*）

北陸新幹線ルート

北陸新幹線新型車両Ｅ ７系
～コンセプトは「“和”の未来」～

（写真提供 JR 東日本）

石川県北陸新幹線開業PRマスコットキャラクター
「ひゃくまんさん」


